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３/10 かほく市のすべての中学校で卒業式が
開催され、386名が思い出を胸に、新たな道を
歩き出しました。（Photo／宇ノ気中学校卒業式）
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平成19年度 かほく市予算 
特別会計 124億2,552万8千円 

一般会計136億円 一般会計136億円 

地方交付税 
42億5,000万円 
（31.3％） 

議会費 
1億5,982万5千円（1.2％） 

総務費 
17億9,930万円 

（13.2％） 民生費 
34億6万5千円 
（25.0％） 

公債費 
22億1,123万1千円 

（16.3％） 

労働費ほか　6,628万4千円（0.5％） 

地方消費税交付金ほか 
7億1,050万円（5.2％） 

分担金及び負担金 
3億5,621万8千円（2.6％） 

国庫支出金 
6億7,005万7千円（4.9％） 

県支出金 
6億8,818万6千円（5.1％） 

繰入金　7億3,731万9千円（5.4％） 

使用料及び手数料 
1億1,445万9千円 
（0.8％） 

諸収入ほか 
3億8,873万5千円 
（2.9％） 

衛生費 
14億3,789万9千円（10.6％） 

消防費 
4億6,833万8千円（3.4％） 

教育費　14億3,502万8千円（10.6％） 

土木費 
19億6,950万4千円（14.5％） 

商工費 
2億5,341万7千円（1.9％） 

農林水産業費 
3億9,910万9千円（2.9％） 

目的別 

性質別 

歳入 歳出  

市税 
39億3,182万6千円 
（28.9％） 

市債 
17億5,270万円 
（12.9％） 

人件費 
30億3,091万8千円 

（22.3％） 公債費 
22億1,120万5千円（16.3％） 

扶助費　11億5,282万円（8.5％） 

物件費 
23億383万5千円（16.9％） 

補助費等 
13億7,623万3千円（10.1％） 

繰出金　16億8,113万6千円（12.4％） 

維持補修費ほか　8,037万3千円（0.6％） 

※（　）は総額に対する割合（％）です 

投資的経費 
17億6,348万円 
（12.9％） 

歳出 
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●会計別予算額一覧表 （単位：千円、％）

か
ほ
く
市
の
新
た
な
発
展
に
向
け
た
基
盤
整
備

の
充
実
へ
の
取
り
組
み

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
で
は
、
昨
年
度
の

３
月
補
正
予
算
で
、
セ
ン
タ
ー
、
幹
線
伝
送
路

の
整
備
費（
約
13
億
５
千
万
円
）、
今
年
度
予
算

で
引
込
工
事
費
を
計
上
し
、
今
年
度
に
市
内
全

域
を
整
備
し
、
来
年
４
月
の
一
斉
開
局
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
に

向
け
、
実
証
実
験
を
行
い
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
に
取
組
み
ま
す
。

重
点
事
業
・
重
点
施
策

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
行
政
情
報
を
希

望
者
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

環
境
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
ゴ
ミ
集
積
の
た

め
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
を
引
き
続
き
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
将
来
を
見
据
え

た
計
画
の
策
定
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
の
た
め

の
生
活
道
路
の
整
備
、
雪
寒
対
策
等
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

地
域
資
源
を
地
域
が
共
同
し
て
保
全
す
る
活

動
に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
資
源
保
全
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

中
小
企
業
対
策
、
企
業
誘
致
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
等
を
通
じ
た
市
民
交
流
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ
」を
広
報
に

掲
載
し
、
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
市
の
特
産

品
や
商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

少
子
化
社
会
へ
の
対
策
と
し
て
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、「
赤
ち
ゃ
ん
す
く

す
く
応
援
事
業
」を
今
年
度
よ
り
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
特
定
の
不
妊
治

療
に
係
る
支
援
や
、
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
を

２
回
か
ら
５
回
に
増
や
し
母
子
保
健
事
業
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
支
給
対
象
を
、
入
院
に
つ
い

て
は
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
し
、
保
健
・
医
療

の
充
実
も
図
り
ま
す
。

七
塚
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
に
着
手
し
、
よ

り
よ
い
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
よ
り
設
置
さ
れ
た
教
育
セ
ン
タ
ー
の
事

業
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
実
施
し
市
の
学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

市
民
憲
章
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
早
寝
早
起

き
朝
ご
は
ん
」運
動
を
実
施
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
食
育
懇
談
会
等
を
開
催
し
、
生
活
リ
ズ
ム
の

改
善
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
組
み
ま
す
。

平成19年度の一般会計予算は昨年度に比べ4.6％の減となる136億円となりました。三位一体改革に伴う税
源移譲により、市税の増収が見込まれるとはいえ、地方交付税が縮減されるなど、前年度以上に厳しい財政状
況のもとでの予算編成となったため、主要項目に重点を置いた予算配分とし、不要不急の事業を抑制し、市の
新たな発展に向けた事業や、子育て世代のサポートを充実するなど、事業の「選択」と「集中」により、市民の皆
様が「住んでよかった」と実感できる、安全・安心なまちづくりを実現していきたいと考えております。

市民税 
18億968万1千円 
（46.0％） 

軽自動車税 
5,704万7千円（1.5％） 

市たばこ税 
1億8,541万5千円（4.7％） 

特別土地保有税 
24万円（0.0％） 

固定資産税 
15億5,821万7千円 
（39.6％） 

都市計画税 
3億2,122万6千円 
（8.2％） 

市税内訳 

市税39億3,182万6千円 

教
育
・
文
化
関
連

生
活
基
盤
関
連

都
市
基
盤
関
連

産
業
関
連

市
民
交
流
関
連

健
康
・
福
祉
関
連

市民１人当たり
の予算

２月末現在住民基本台帳人口
（外国人登録者数含む）
35,423人

383,931円

１．新たな発展のための取り組み
・○新ケーブルテレビ整備………………184,496千円
・○新高松北部地区統合保育園の建設…190,456千円
・○新コミュニティバス実証実験 ………23,320千円
・○新七塚小学校耐震補強工事…………225,000千円

２．地域が一体となって支える健康・福祉のまちづくり
・○新赤ちゃんすくすく応援事業 …………9,000千円
・○新不妊治療費の助成 ……………………1,300千円
・○新障害者自立支援給付費の創設……313,871千円
・○拡児童手当支給額の拡充……………297,433千円
・○拡乳幼児医療費支給対象の拡充 ……51,358千円
・○拡子育て支援センターの充実 ………25,543千円
・○拡妊婦一般健診の拡充 …………………9,028千円

３．創造力と生きがいをはぐくむ教育・文化のまちづくり
・教育センターの充実 ……………………8,277千円
・図書館司書配置 ………………………10,915千円

４．安全でうるおいのある暮らしを支える生活基盤の充実
したまちづくり
・○新安心・安全メールの配信 ……………2,163千円

５．地域の発展と活力を支える機能的な都市基盤が整った
まちづくり
・○新都市計画基礎調査の策定 ……………2,500千円
・○新施設耐震改修促進計画の策定 ………2,628千円
・○新住宅マスタープランの策定 …………5,000千円
・内日角１号線ほか道路改良事業……470,032千円

６．様々な産業が育ち、地域の個性を創出する元気なまち
づくり
・○新資源保全向上活動支援事業への補助…3,475千円

７．市民がともにふれあう連携・交流のまちづくり
・市民交流の推進 …………………………8,293千円

平成19年度 一般会計主要事業一覧

（○新は平成19年度新規事業、○拡は平成19年度拡充事業）

愛・遊・館で行われている「ハイハイ教室」
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か
ほ
く
市
で
は
、
武
力
攻
撃
等
か
ら
住

民
の
生
命
・
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護

し
、
住
民
生
活
・
住
民
経
済
に
及
ぼ
す
影

響
が
最
小
と
な
る
よ
う
、
住
民
の
避
難
、

避
難
住
民
等
の
救
済
、
武
力
攻
撃
災
害
へ

の
対
処
な
ど
の
国
民
保
護
措
置
等
を
的
確

か
つ
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
国
民
保
護
法
第
35
条
第
５
号
の
規
定

に
よ
り
、
石
川
県
知
事
と
の
協
議
を
経
て
、

平
成
19
年
２
月
14
日
に
か
ほ
く
市
国
民
保

護
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
総
務
省
消
防
庁
が
作
成

し
た
市
町
村
国
民
保
護
モ
デ
ル
計
画
を
基

本
に
素
案
を
作
成
し
、
か
ほ
く
市
国
民
保

護
協
議
会
へ
の
諮
問
お
よ
び
、
市
民
の
皆

さ
ま
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

な
ど
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
は
国
民
保
護
措
置
等

を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の
基

本
的
な
枠
組
み
を
定
め
る
も
の
で
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
、
住
民
の
迅
速
な
救
済
、

住
民
に
対
す
る
情
報
提
供
、
高
齢
者
・
障

害
者
等
へ
の
配
慮
お
よ
び
国
際
人
道
法
の

的
確
な
実
施
を
基
本
方
針
と
し
て
作
成
さ

れ
て
お
り
、
第
１
編
総
則
、
第
２
編
平
素

か
ら
の
備
え
・
予
防
、
第
３
編
武
力
攻
撃

事
態
等
へ
の
対
処
、
第
４
編
住
民
生
活
の

安
定
・
復
旧
等
、
第
５
編
緊
急
対
処
事
態

へ
の
対
処
の
５
編
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

公
表
内
容

か
ほ
く
市
国
民
保
護
計
画
の
概
要

か
ほ
く
市
国
民
保
護
計
画

﹇
公
表
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
﹈

環
境
安
全
課

牲
２
８
３
―

７
１
２
４

か
ほ
く
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ほ
く
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま

で
講
演
会
や
研
修
会
等
の
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
な
ど
の
様
々
な
活
動
の

場
や
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
、
女

性
の
参
画
は
十
分
と
言
え
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
事
、
育
児
、

介
護
な
ど
で
は
、
女
性
に
過
度
に
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
性
に
起
因
す
る
差
別
や

暴
力
に
対
し
て
、
男
女
一
人
ひ
と
り

の
尊
厳
を
重
ん
じ
る
立
場
か
ら
、
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
か
ほ

く
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
め
ぐ

る
地
域
の
様
々
な
実
情
や
動
向
を
踏

ま
え
、
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向

け
た
条
例
の
制
定
と
行
動
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

か
ほ
く
市
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
３
月
中

に
全
戸
配
付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

行
動
計
画
の
全
文
は
か
ほ
く
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

生
涯
学
習
課

牲
２
８
３
―

７
１
３
７
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行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
の

委
嘱
を
受
け
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に

関
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
、
皆
さ

ま
か
ら
の
相
談
に
対
し
、
関
係
行
政
機
関

な
ど
と
協
力
し
て
そ
の
解
決
を
図
り
、
よ

り
よ
い
行
政
運
営
の
実
現
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。
国
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関
す

る
苦
情
、
意
見
、
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

定
例
相
談
日

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

13
時
30
分
〜
16
時

場
　
所
ほ
の
ぼ
の
健
康
館

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
侵
害
の
排
除

に
努
め
、
正
し
い
人
権
思
想
の
普
及
と
高

揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
人
権
が
侵
害
さ

れ
た
場
合
に
は
相
談
相
手
に
な
っ
て
適
切

な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
救
済
を
図
っ
て
い

ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
中
か

ら
人
格
・
識
見
が
高
く
、
広
く
社
会
の
実

情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
理
解
の
あ
る
か

た
を
市
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
方
々
で
す
。

定
例
相
談
日

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

13
時
30
分
〜
16
時

場
　
所
ほ
の
ぼ
の
健
康
館

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

か
ほ
く
市
で
は
、
現
在
の
行
政
改
革
大

綱
お
よ
び
実
施
計
画
の
取
り
組
み
状
況
や

次
期
の
大
綱
、
計
画
に
つ
い
て
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

60
歳
以
下（
４
月
１
日
現
在
）

で
か
ほ
く
市
に
住
所
を
有
し
、
か
ほ
く
市

の
行
政
改
革
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
方

任
　
　
期

平
成
19
年
６
月
〜
平
成
22
年
５
月

（
年
間
数
回
の
委
員
会
を
開
催
予
定
）

募
集
人
員

３
名
程
度

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
総
務
課
ま
で
提
出
（
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
は
可
／
電
話
は
不
可
）

応
募
用
紙
は
、
総
務
課
で
直
接
受
け
取

る
か
、
か
ほ
く
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
入
手
で
き
ま
す
。

応
募
期
間

４
月
10
日
惜
〜
５
月
10
日
斥

審
　
　
査

提
出
し
て
頂
い
た
書
類
を
審

査
し
、
結
果
に
つ
い
て
は
本
人
あ
て
に
通

知
し
ま
す
。

注
意
事
項

提
出
書
類
に
虚
偽
の
記
載
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
委
員
就
任
後
で
あ
っ
て

も
、
委
嘱
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

﹇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
﹈

〒
９
２
９
―

１
１
９
５

か
ほ
く
市
宇
野
気
二
81
番
地

か
ほ
く
市
総
務
部
総
務
課
　
総
務
係

牲
２
８
３
―

１
１
１
１

か
ほ
く
市
の
行
政
相
談
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

か
ほ
く
市
行
政
改
革
推
進
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

岡田　洋子
（高　松）

室井　幸子
（外日角）

森　　　功
（宇野気）

行
政
相
談
委
員
と
は
？

人
権
擁
護
委
員
と
は
？

かほく市行政相談委員（敬称略）

山本　淳一
（二ツ屋）

得井　佳子
（外日角）

杉本　康夫
（上田名）

清水　充子
（中　沼）

坂野　俊紀
（白　尾）

松井喜美子
（内日角）

羽田　輝雄
（高　松）

寺坂　絢子
（木　津）

遠藤他代美
（七　窪）

かほく市人権擁護委員（敬称略）

かほく市国民保護
計画を公表します
かほく市国民保護
計画を公表します

４
月
１
日
施
行

か
ほ
く
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

〜
み
ん
な
が
輝
き
支
え
合
う
ま
ち
〜
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身近な話題など、
皆様からのお便
りお待ちしてい
ます。 

企画情報課 
牲283-1112

まちの 
話　 題 T O W N

● 

T O P I C S

6広報かほく 2007.47 広報かほく 2007.4

2/26 東京・虎ノ門パスト
ラルにおいて、（農）河北畜産
が全国担い手育成総合支援協
議会会長賞を受賞しました。
今回の受賞は、かほく市の

認定農業者として経営改善計画の達成に積極的に取り組み、
地域農業の振興や活性化に寄与し、意欲と能力のある担い
手として認められたことによるものです。

（農）河北畜産が全国担い
手育成総合支援協議会会
長賞を受賞

2/17 河北台健民体育館で、スポーツ少年
団フェスティバルと合同閉講式が行われ、
かほく市スポーツ少年団の団員約600名が
参加しました。

フェスティバルでは、立ち幅跳びや輪投げなど６種目を行い、かほく市のギネス記録に
挑戦しました。今年は23人が昨年の記録を上回り、かほく市のギネス記録に認定されま
した。その後、低学年と高学年に分かれ、レクリエーション・ゲームを行いました。
合同閉講式では、６年生204名を代表して七塚バレーボールスポーツ少年団の山田若奈
さんが修了証を受け、また、全団員を代表して高松少年サッカースポーツ少年団の辻田祐
介さんと高松ジュニアアスリートクラブスポーツ少年団の岡田千瑛さんが、お礼のことば
を述べました。

投げて・跳んで記録に挑戦
かほく市スポーツ少年団フェスティバル

12/1 かほく市は、冬場の歩道の安全を確保するため、歩
道除雪機を購入しました。この除雪機は「平成18年度宝く
じコミュニティ助成事業」により購入したものです。今後は、
歩道を利用する方々の利便性の向上のために積極的に活用
していく予定です。

宝くじが活かされる
宝くじ収益金で歩道除雪機を購入

2/18・2/24・2/25に小学生の親子を
対象に親子料理教室が開催されました。ひ
なまつりにちなんで「五目ちらしずし」と
「ひなあられ風お吸い物」を中村勝彦さんご
夫妻の指導で作りました。
「パパと一緒に作って楽しかった。」「いろ
いろな野菜を切るのがおもしろかった。」と

の声が聞
こえ、会
場は楽し
い雰囲気
に包まれ
ました。

一緒にお料理楽しいな
親子料理教室開催

2/28 平成18年度日本消防協会定例表彰伝
達式がメルパルク金沢で行われ、長年の消防
団活動において功績のあった消防団員の方々
が表彰されました。かほく市消防団からは次
の方が受章されました。

〈精績章〉

尾山　俊一　かほく市消防団副団長
羽田　正博　かほく市高松第三分団分団長

第59回蹟日本消防協会定例表彰伝達式

3/11 大澤明さんと仲間たちのピアノと弦
楽四重奏による「親子コンサート」が、哲学館
ホールで開催されました。
大澤さんのわかりやすい曲の説明でクラッ
シックを楽しみ、親子で日曜の午後をゆった
りとした気分で過ごしました。

クラシックに親しむ
親子コンサート開催

2/17 市内のサッカークラブであるFC湖北の選手とその
保護者の30人が、選手たちの人格育成プログラムの一環と
して、あかしあ荘の窓拭き、ベランダの掃除を行いました。
作業を通して、選手たちはボランティアの大切さを学びま
した。

地域でボランティア活動

3/4 宇ノ気小学校前から、七塚庁
舎前までの４区間13.5㎞をたすき
でつなぐかかほく市制施行記念継走
大会があり、74チームが参加しま
した。
３月とは思えない暖かさの中、選
手たちは日頃の練習の成果を発揮
し、力走を見せました。

〈成績表（団体）〉
一般男子の部
優　勝 PFU
準優勝 西野製作所

元陸上部
第３位 七窪青年団A

一般女子の部
優　勝 石川県立

津幡高等学校
準優勝 泉丘AC

中学男子の部
優　勝 河北台中学校

陸上部
準優勝 宇ノ気中学校

男子バスケッ
トボール部A

第３位 宇ノ気中学校
男子バスケッ
トボール部B

中学女子の部
優　勝 高松中学校

女子バドミン
トン部A

準優勝 河北台中学校
陸上部A

第３位 高松中学校陸
上部A

かほく市外一般男子の部
優　勝 石川県立

津幡高等学校
準優勝 泉丘陸上

〈成績表（区間賞）〉
一般男子の部
第１区間蔵岡　寛季
第２区間北口　　清
第３区間宮本　道也
第４区間大久村健一

一般女子の部
第１区間上野　瑞貴
第２区間口田　沙織
第３区間會田　法子
第４区間末森　冬実

中学男子の部
第１区間虎谷　良輔
第２区間東谷　頼希
第３区間宮内　大智
第４区間鶴見　佳大

中学女子の部
第１区間金谷　有咲
第２区間判多亜有美
第３区間池田　朋世
第４区間香林　優佳

かほく市外一般男子の部
第１区間四ツ分伸也
第２区間下野　翔太
第３区間金津　大輔
第４区間河合　智史

かほく市内を駆け抜ける
第３回かほく市制施行記念継走大会開催

3/11 都市計画道路宇ノ
気狩鹿野線第1期区間とふ
れあい公園の完成を祝い、
沿道住民の主催で宇野気
ふれあい祭りが開催され
ました。完成記念式典では、油野市長、木本県議ら来賓による
テープカットやふれあい公園内での記念植樹、新化保育園、うの
け幼稚園の園児による歩道のコグマザサの植樹も行われました。
また、宇野気地区まちなみ審査部会による街並み修景コンテス
ト表彰式が行われたほか、かほく市食生活改善推進協議会による
ふるまい鍋の提供や、兼生会かほく教室による踊り「かほく四季だ
より」などが披露されました。

宇野気ふれあい通り・
ふれあい公園完成記念
宇野気ふれあい祭り開催

左から　羽田　正博分団長　　尾山　俊一副団長
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か
ほ
く
市
で
は
、
高
等
学
校
お
よ
び
高
等
専

門
学
校
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
生
徒
に
対

し
、
平
成
19
年
度
奨
学
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

奨
学
金

月
額
８,
０
０
０
円
以
内

支
給
条
件

・
か
ほ
く
市
に
引
き
続
き
６
か
月
以
上
居
住
す

る
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
生
徒
で
あ
る
こ
と

・
品
行
方
正
、
成
績
優
秀（
評
定
基
準
が
あ
り

ま
す
）で
あ
る
こ
と

・
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
家
庭（
所
得
基
準
が

あ
り
ま
す
）で
あ
る
こ
と

申
し
込
み
方
法

か
ほ
く
市
教
育
委
員
会
・
市
民
課
ま
た
は
各

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
願
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

（
申
し
込
み
用
紙
は
か
ほ
く
市
内
の
各
中
学
校

ま
た
は
教
育
委
員
会
、
市
民
課
各
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み
締
切

４
月
27
日
昔

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

学
校
教
育
課

牲
２
８
３
―

７
１
３
６

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
小
中
学
校
の
児
童
お
よ
び
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
費
、
給
食
費
等
、

学
校
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

支
給
要
件
、
申
請
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

４
月
に
学
校
か
ら
申
請
書
お
よ
び
お
知
ら
せ
を

児
童
生
徒
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
記
入
方
法
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

学
校
教
育
課

牲
２
８
３
―

７
１
３
６

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
か
か
っ
た
医

療
費
の
う
ち
入
院
分
に
つ
い
て
、
対
象
年
齢

を
７
歳
未
満
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大

し
ま
す
。

な
お
、
助
成
対
象
の
拡
大
に
伴
い
、
新
た
に

対
象
と
な
る
方
に
は「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資

格
証
」の
発
行
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

子
育
て
支
援
課

牲
２
８
３
―

７
１
５
５

��������
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��������１����
���������	
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平
成
19
年
４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
加
入

の
70
歳
未
満
の
方
の
入
院
時
に
か
か
る
高
額
な

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
、
自
己
負
担
限
度
額
の

み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
被
保
険
者
に
支
給
さ
れ
る
高
額
療

養
費
を
、
被
保
険
者
に
代
わ
り
、
直
接
医
療
機

関
に
支
払
う
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合

に
は
、
事
前
に
市
役
所
で
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
、
交
付
さ
れ
る
限
度
額
適
用
認
定
証（
一
定

の
交
付
要
件
有
り
）を
医
療
機
関
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
限
度
額
適
用
認
定
期
限
は
毎
年
７
月

末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
更
新

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
な
い
方
は
、

従
来
ど
お
り
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
と
な

り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

保
険
医
療
課

牲
２
８
３
―

７
１
２
３

医
療
費

４月１日から　
乳幼児医療費（入院）の
助成対象年齢を拡大します

就
学　
支
援

かほく市奨学金を
希望される方へ

高額医療費の窓口での支払
いを自己負担限度額にとど
める制度ができました

平成19年度
就学援助費を支給します

平成19年４月１日 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

昭和○○年□月△日 

平成19年４月 １日 

平成19年７月 31日 

 A

かほく市宇野気ニ81番地 

かほく　太郎 

かほく　花子 

男  

女  
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